
《産学協働プログラム》
人生100年時代の都市・インフラ学シンポジウム

「メディアとしての都市・インフラ再考」 2020.10.29
老学校／スーパーシニアスクール

環境・社会理工学院建築学系 安田幸一

1970年以降の篠原一男の住宅作品：
メディアとしての建築

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
環境・社会理工学院建築学系の安田幸一です。建築設計をやっております。いわゆる建築家という職業です。本日は、メディアというテーマで人生100年時代にふさわしい都市インフラについて、15分で何かを語るように言われておりますが、これは大変難しい課題でして、答えが見つからないのです。しかし、建築も「答えがない学問だ」とよく言われます。つまり、建主にも趣味趣向が異なり、その敷地も同じ条件はありません。そもそも基本的には一品生産であり、同じ形態をした建築が、別の場所に建てば、すでに違う建築なのです。建築は、メデイアが生まれる前から存在していました。衣食住の一角ですので、生きるためにはどこか安全なところに身を寄せなければいけません。ここに写っているのは、縄文時代の集落跡地に当時の住居を再現した岩手県の御所野縄文公園の風景です。日本人にとっても昨今の大災害を見ていると、脆弱な都市構造や小手先の技術に頼りすぎる建築への反省もこめて少しだけご紹介したいと思います。約４、５千年前の住居を復元したものですが、まさに現代のサステイナブルな建築、環境建築と呼ばれるアイデアとさほど差がないのです。森を切り開いた広場にひとが栗の木が植林し住居の木材とします。もちろん栗の身は食料とします。住居周辺は日当たりも良く、風通しも考えられています。



1950年代以降 手塚治虫の漫画に表れる未来都市のイメージ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それより、ずっと前、1950年代から手塚治虫が表現した未来の都市像です今の人には、『鬼滅の刃』（きめつのやいば）のほうが馴染みがあるのでしょうが。。都市の行き詰まりや、大地震、大洪水による都市破壊を予言しています。いるカットも現れますコロナ時代も予見しているようです。



1982年 映画《ブレード・ランナー》における未来都市のイメージ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
未来都市は、たびたび映像で表現されてきました。写真は、ブレードランナーのシーンです。私が修士1年のとき1982年が最初の公開でした。授業をサボって銀座の映画館に行きました。当時数人しか見る人がいなかった。。2020年を予想した映像でした。よく言われることですが、ほとんど現代の都市と大きな差異はありません。環境汚染によって、酸性雨が降り続いているという衝撃と、漢字文化が街を覆っている、つまり中国の台頭も予言していました。車は、ドローンの次を行っています。「非合法医療器具（blade）の運び屋（runner）」という意味



Goshono-iseki Ruin in Iwate Prefecture
岩手 御所野縄文公園

メディアフリーの時代
Houses in Jomon Period (B.C. 2,000〜2,500)

縄文時代中期後期（4,000〜4,500年前）の集落跡地

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
環境・社会理工学院建築学系の安田幸一です。建築設計をやっております。いわゆる建築家という職業です。本日は、メディアというテーマで人生100年時代にふさわしい都市インフラについて、15分で何かを語るように言われておりますが、これは大変難しい課題でして、答えが見つからないのです。しかし、建築も「答えがない学問だ」とよく言われます。つまり、建主にも趣味趣向が異なり、その敷地も同じ条件はありません。そもそも基本的には一品生産であり、同じ形態をした建築が、別の場所に建てば、すでに違う建築なのです。建築は、メデイアが生まれる前から存在していました。衣食住の一角ですので、生きるためにはどこか安全なところに身を寄せなければいけません。ここに写っているのは、縄文時代の集落跡地に当時の住居を再現した岩手県の御所野縄文公園の風景です。日本人にとっても昨今の大災害を見ていると、脆弱な都市構造や小手先の技術に頼りすぎる建築への反省もこめて少しだけご紹介したいと思います。約４、５千年前の住居を復元したものですが、まさに現代のサステイナブルな建築、環境建築と呼ばれるアイデアとさほど差がないのです。森を切り開いた広場にひとが栗の木が植林し住居の木材とします。もちろん栗の身は食料とします。住居周辺は日当たりも良く、風通しも考えられています。



Thatch Roof

Goshono-iseki Ruin in Iwate Prefecture
岩手 御所野縄文公園

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
住居の出入り口は、東南を向いて、夏の季節風を取り入れやすく、北側は閉じており、土で全体を覆っています。出入り口から入った心地よい風は、屋根の最上部から抜けていきます。



-１m Floor level for stable temperature at cold climate condition

Fireside / Air-flow, Natural Ventilation / Natural Light / Chimneys

Chestnut Tree Structure

Goshono-iseki Ruin in Iwate Prefecture
岩手 御所野縄文公園

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中央には囲炉裏が設けられ、暖気は１mのピット内を十分に温め、排気は上部の通気口から抜けていきます。ここは自然光を取り入れるトップライトも兼ねています。腰をかがめるように住居に入ると、栗の丸太で小屋組が作られていて、屋根は防水と断熱を兼ねて、茅葺の上に土が盛られています。床全体が１mほど下がっており、土留めは木で抑えてあります。掘ることによって、建物全体を低く抑え、台風からの影響を小さくするとともにより、地熱により安定した気温を年間を通じて得られます。囲炉裏からの熱を受けて、蓄熱効果も期待できます。ほとんど現代のパッシブ環境建築の基礎がここにあります。



600 Pit Dwellings in Jomon Era(B.C. 2,000〜3,000)
縄文時代中期（4,000〜5,000年前） 100軒の集落跡地

Ohfune Ruin in Hakodate, Hokkaido
北海道函館 大船遺跡

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もう一つ、北海道の縄文遺跡を紹介します。こちらも縄文中期の集落跡地で、なんと100軒の住居跡が見つかって、驚くことに　この集落が約1000年間にわたり継続したということです。驚くべきsustainabilityです。縄文人の寿命は30年と言われています。平均年齢は１５歳とも言われていますが、これは出産時の死亡率がかなり高かったと言います。それにしても300世代が受け継いだ街とも考えられます。江戸時代は１６代の統治でしたが、それを考えても、とてつもないサステイナビリティーです



On the hill: 45m above the ocean 
for animal/Tsunami protection

Ocean

River

Hill

Ohfune Ruin in Hakodate, Hokkaido
北海道函館 大船遺跡

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大船川岸の標高45メートル前後の広い段丘上に村が形成されています。長い歴史のなかで津波もかなりの回数起こっていますが、災害からも長い間守られていたと考えられます。川から水を入手でき、動物からも身を守り、かつ津波高波から守られてきた強固な都市です。



-2m Floor level for stable temperature at cold climate

Ohfune Ruin in Hakodate, Hokkaido
北海道函館 大船遺跡

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
たて穴も、より深く約２m掘り下げています。先ほどの東北の例より、さらに厳しい寒さをしのぐ工夫がなされているわけです。自然環境に対する知恵の蓄積と、人間がそこに住まうための最小限の材料で、持続可能な（sustainable)で快適な住まいを作り上げるという基本的な建築精神を持つことは大切と思います。岩手と北海道の二つの縄文式住居を見ていただきましたが、建築形式はほぼ共通するものに、地域特有の環境性能が刷り込まれています。私は、基本系の建築と土地によってアジャストされるものの一体化したものが、環境建築であると思います。今でいうメデイアは存在していませんでしたが、間違いなく「語り部が、最も大切なことを後世に語り継いだ」のだと思います。重要な、無駄のない情報伝達の重要性を物語っています。大量の情報があるにせよ、その中で重要な情報を取り出すほうが難しい。「これだけは後世へ伝えなければならない」情報が重要である。我々現代人は　「洪水のような情報量の中から、重要な情報だけをいかに取り出すか」が最重要課題であると思います。（人生30年でしたが、もしかしたら今のひとより幸せだったかもしれません。フルに働いていたはずで、社会に貢献する人がほとんどで、幼少期を除いて養われる人の割合はかなり低かったからです。



《溶ける氷河のシリーズ 1999/2019》 2019年 オラファー・エリアソン撮影

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今年、東京都現代美術館で行われたアイルランド系デンマーク人のアーチスト、オラファーエリアソンの展覧会の撮影した氷河の写真です。《溶ける氷河のシリーズ 1999/2019》（2019年）は、過去20年間の氷河の後退を鑑賞者に体感させています。20年という年月をどう考えるかです成人するまでの長い20年という感覚と、たった20年という感覚が交錯します。しかし、その２０年間に１万年以上という時を過ごしてきた氷河を一気に溶かしたのです。これからも融解が進むことは間違いありません。



人生80年から100年時代へ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで、お題である人生100年をどう過ごすかを考えてみたいと思います。今までは、人生８０年として、ひとが生まれてから、成人し、働き、最後はリタイアして、人生を終えます。ちょうど、乳児のときに母親などに世話になったように、最終晩年は、同じように誰かの世話にならざるを得ません人生100年時代を迎え、後半を非生産的に過ごすのでは、意味がありません。（ないわけではないので、ここは難しい表現になります）できれば、健康体の時期を長くして、少しでも「働く」「活動する」時間を増やしたい。長く働くということが、充実した幸せにつながるのではないか。それは会社に勤めるとか、定年が何歳であるとかは、関係なく、どこまで自己の活動を継続できるかに関わってきます人によっては、アーチストに今でも多くいますが死ぬギリギリまで活動することもあり得ますしまた、人によっては早めにリタイヤし、自分の趣味の活動に勤しむひともいて良いと思います



人生80年から100年時代へ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで、お題である人生100年をどう過ごすかを考えてみたいと思います。今までは、人生８０年として、ひとが生まれてから、成人し、働き、最後はリタイアして、人生を終えます。ちょうど、乳児のときに母親などに世話になったように、最終晩年は、同じように誰かの世話にならざるを得ません人生100年時代を迎え、後半を非生産的に過ごすのでは、意味がありません。（ないわけではないので、ここは難しい表現になります）できれば、健康体の時期を長くして、少しでも「働く」「活動する」時間を増やしたい。長く働くということが、充実した幸せにつながるのではないか。それは会社に勤めるとか、定年が何歳であるとかは、関係なく、どこまで自己の活動を継続できるかに関わってきます人によっては、アーチストに今でも多くいますが死ぬギリギリまで活動することもあり得ますしまた、人によっては早めにリタイヤし、自分の趣味の活動に勤しむひともいて良いと思います
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小学校／中学校

老学校／スーパーシニアスクールは…

・まちとひとの繋がり（脱孤立社会）
・ひとの健康を確認できる（安心医療）
・まちを愛する心を育てる（小さなコミュニティー）
・学ぶことで健康な精神の確立（Quality of Life）
・好奇心を掻き立てる、向上心を大切に（再/新教育持続社会）
・オンライン授業の活用（在宅・学校ネットワーク）
・地域連携（他の学校）の確立（広域ネットワーク社会）
・シニアの災害時避難支援システムと連動（安全安心社会）
・子供の教育・ボランテイア（現代の語り部 ネット活用）

老学校／スーパーシニアスクール
→ゆるやかな義務化が望ましい
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